
時
の
貫
首
た
り
と
雖
も

（平
成
四
年
十
月
一
日
ｍ
６３
号
、
平
成
五
年
一
月
一
日
ｍ
６４
号

「正
信
会
報
」
掲
載
に
若
千
加
筆
）

廣
　
田
　
頼
　
道

一
、
は
じ
め
に

私
は
昭
和
四
十
六
年
か
ら
五
十
年
迄
の
四
年
間
、
立
正
大
学
に

通
学
す
る
為
に
、
池
袋
の
法
道
院

へ
在
勤
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

昭
和
四
十
六
年
と
い
え
ば
、
妙
信
講
問
題
、
つ
ま
り
、

「
正
本

堂
国
立
戒
壇
論
」
の
嵐
が
吹
き
あ
れ
た
時
代
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
問
題
を
背
景
に
し
て
、
教
義
の
改
悪
が
行
な
わ
れ
、
二
十

年
も
た
っ
た
今
尚
、
改
め
ら
れ
る
こ
と
な
く
放
置
さ
れ
て
い
る
こ

と
に
対
し
て
、

一
つ
の
問
題
提
起
と
、
信
仰
者
全
体
が
直
視
し
な

け
れ
ば
い
け
な
い
こ
と
と
、
自
分
自
身
の
反
省
の
為
に
、
こ
の
文

を
書
い
た
次
第
で
あ
り
ま
す
。

二
、
何
が
改
悪
か
？

今
手
許
に
、
二
冊
の

日
達
上
人
述
　
日
興
遺
誡
置
文

（略
解
）
　

日
有
師
化
儀
抄

富
士
学
林
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の
本
が
あ
り
ま
す
。
黄
色
に
変
色
し
た
紙
質
の
悪
い
方
の
本
は
、

奥
付
が
、

※
昭
和
三
十
九
年
七
月
二
十
日
印
刷
発
行

と
、
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
④
と
し
ま
す
。

も
う

一
つ
の
紙
質
の
良
い
方
の
本
の
奥
付
は
、

※
昭
和
四
十
七
年
七
月
二
十
日
印
刷
発
行

昭
和
五
十
二
年
六
月

一
日
　
再
版
発
行

と
、
な

っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
③
と
し
ま
す
。

③
は
奥
付
の
表
現
か
ら
い
っ
て
、
明
ら
か
に
、
初
発
行
を
昭
和
四

十
七
年
七
月
二
十
日
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
現
実
に
は
、
④
の
昭
和
三
十
九
年
七
月
二
十
日
に
学
林

教
科
書
と
し
て
執
筆
さ
れ
た
も
の
が

一
番
は
じ
め
の
出
発
な
の
で

あ
り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
′

③
は
、
日
付
は
昭
和
四
十
七
年
七
月
二
十
日
で
あ
っ
て
も
、
よ

ほ
ど
意
図
的
か
つ
、
急
い
で
作
製
さ
れ
た
も
の
な
の
か
、
最
後
の

百
十
六
頁
に
、

『
日
興
上
人
の
御
遺
誡
置
文
二
十
六
箇
条
と
、
こ
の
百
二
十

一
箇

条
は
、
正
宗
を
し
て
宗
祖
滅
後
六
百
七
十
八
年

（昭
租
二
十
四
年
）

の
今
日
ま
で
、　
一
豪
の
謗
法
す
ら
、
な
か
ら
し
め
た
指
針
で
あ
っ

た
の
で
あ
り
ま
す
』

こ
の
よ
う
に
、
結
び
と
し
て
書
か
れ
、
私
の
手
許
に
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
こ
の
本
の
原
稿
の
最
初
は
、
昭
和
三
十
四
年
に
書
か
れ

た
も
の
で
あ
り
、
け

っ
し
て
、
昭
和
四
十
七
年
七
月
二
十
日
の
印

刷
発
行
で
は
な
く
、
実
は
改
訂
印
刷
発
行
日
と
い
う
表
現
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
、
子
供
で
も
分
か
る
よ
う
な
馬
脚
が
、
明

ら
か
に
な

っ
て
、
語
る
に
落
ち
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
。

で
は
何
故
、
こ
の
様
な
自
語
相
違
を
し
て
で
も
、
昭
和
四
十
七

年
七
月
二
十
日
を
初
発
行
に
見
せ
よ
う
と
し
た
の
で
あ
り
ま
し
ょ

う
。

三
、
改
悪
の
背
景
に
あ
る
妙
信
講
問
題

（
昭
和
四
十
七
年
）

そ
の
こ
と
に
は
、
こ
の
時
点

（昭
和
四
十
七
年
）
に
お
け
る
、

正
本
堂
建
立
の
教
義
解
釈

・
妙
信
講
処
分
の
問
題
が
あ
る
の
で
あ

り
ま
す
。

妙
信
講
処
分
の
い
き
さ
つ
を
と
こ
で
細
か
に
述
べ
る
こ
と
が
本

来
の
目
的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
昭
和
四
十
七
年
七
月
の
前
後
の

こ
と
だ
け
を
、
流
れ
と
し
て
か
い
つ
ま
ん
で
列
挙
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

○
昭
和
四
十
七
年
四
月
十
六
日
、
妙
信
講
は
池
田
大
作
に
、
戒
壇

論
の

「
公
場
対
決
」
を
希
望
す
る
旨
の
書
状
を
出
し
た
。

○
同
日
、
計
算
さ
れ
て
い
た
か
の
よ
う
に
、
日
達
上
人
の
訓
諭

『
正
本
堂
は

一
期
弘
法
付
嘱
書
並
び
に
三
大
秘
法
抄
の
意
義
を
含
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む
現
時
に
お
け
る
事
の
戒
壇
な
り
。
即
ち
正
本
堂
は
広
宣
流
布

の
暁
に
本
門
寺
の
戒
壇
た
る
べ
き
大
殿
堂
な
り
。』

が
、
発
せ
ら
れ
た
。

「
正
本
堂
イ
コ
ー
ル
事
の
戒
壇
」

と
、
我
が
身
、
我
が
組
織
の
貢
献
度
、
名
誉
心
か
ら
も
、
ど
う

し
て
も
そ
う
し
た
い
池
田
創
価
学
会
と
、
宗
門
側
は
、
全
面
的

に
そ
れ
は
肯
定
出
来
な
い
乍
も

（池
田
創
価
学
会
主
導
の
全
体

組
織
に
な

っ
て
し
ま
う
）
未
曽
有
の
発
展
と
、
ひ
ょ
っ
と
し
た

ら
、
世
界
広
布
は
池
田
学
会
の
い
う
通
り
に
出
来
る
の
で
は
な

い
か
と
の
夢
想
の
中
で
、

「正
本
堂
イ
コ
ー
ル
未
来
の
事
の
戒
壇
」

と
い
う
、
玉
虫
色
の
折
中
案
で
、
そ
の
場
を
し
の
ご
う
と
し
た

わ
け
で
あ
り
ま
す
。

（池
田
学
会
に
も
、
日
蓮
正
宗
に
も
、　
一
切
衆
生
の
成
仏
が
広

宣
流
布
で
あ
る
と
い
う
、
本
来
の
広
宣
流
布
観
は
な
く
、
世
界

中
の
人
に
、
ど
う
い
う
形
に
せ
よ
、
御
本
尊
を
持
た
せ
、
御
授

戒
さ
え
受
け
さ
せ
れ
ば
広
宣
流
布
だ
と
い
う
、
世
界
制
圧
、
覇

権
主
義
的
思
想
を
持

っ
て
広
宣
流
布
と
考
え
て
い
る
の
で
あ
り

ま
す
。
）

妙
信
講
を
使

っ
て
、
池
田
学
会
の
慢
心
を
押
え
、
貫
首
の
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
下
に
置
き
、
妙
信
講
に
も
、
こ
れ
だ
け
折
中
に
努

力
し
た
と
い
う
こ
と
を
理
解
さ
せ
た
い
と
い
う
線
を
ね
ら

っ
た

の
で
あ
り
ま
す
。

○
妙
信
講
は
こ
の
訓
諭
発
布
以
後
五
日
間
に
わ
た
り
、
七
回
宗
門

を
中
に
た
て
、
学
会
と
激
論
し
、
合
意
書
を
作
成
し
、
そ
の
結

果
、
学
会
は
聖
教
新
聞
に

○

『
正
本
堂
は
な
お
未
だ
三
大
秘
法
抄

・
一
期
弘
法
抄
の
戒
壇
の

完
結
で
は
な
い
』
と
の
見
解
を
発
表
し
た
。

こ
の
時
期
、
私
は
法
道
院

へ
在
勤
し
た
ば
か
り
で
あ
っ
た
が
、

浅
井
親
子
と
早
瀬

・
阿
部

（時
に
よ
っ
て
藤
本
）
の
会
談
の
隣

室
で
の
オ
ー
プ
ン
リ
ー
ル
で
の
録
音

（
い
つ
果
て
る
か
分
か
ら

な
い

一
時
二
時
過
迄
の
話
し
合
い
）
役
で
あ

っ
た
。
食
事
も
せ

ず
、
御
茶
を
出
す
の
も
憚
ら
れ
る
よ
う
な
状
況
で
あ

っ
た
。
会

談
が
終
れ
ば
阿
部
は
泊
り
、
朝
早
く
二
人
し
て
大
石
寺

へ
行
く

と
い
う
繰
り
返
し
で
あ

っ
た
。
私
の
係
の
日
、
夜
番
と
し
て
勤

め
、
暗
く
な

っ
た
本
堂
の
玄
関
に
早
瀬

・
阿
部
が
浅
井
親
子
を

送

っ
て
本
堂
横
の
廊
下
を
も
ど

っ
て
来
る
時
、

早
瀬

『
教
学
部
長
、
俺
達
は
将
来
、
宗
門
の
人
間
の
喘
い
者
に

な
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
あ
―
―
』

阿
部

『
何
言

っ
て
ん
で
す
か
、
総
監
さ
ん
が
そ
ん
な
こ
と
言

っ

て
て
ど
う
す
る
ん
で
す
か
！
』

こ
の
早
瀬
の
慨
嘆
に
満
ち
た
言
葉
と
、
阿
部
の

『
こ
こ
ま
で
来
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た
ら
、
恥
を
か
く
の
は
い
や
だ
、
つ
っ
ぱ
じ
る
だ
け
だ
』
と
の

迷
い
の
な
い
叱
責
の
言
葉
を
、
聞
く
と
は
な
し
に
、
役
を
終
え

て
所
化
部
屋
の
入
り
口
で
聞
い
た
時
に
は
、
ま
さ
に
、

「
純
粋

な
法
門
の
話
し
で
は
な
く
、
政
治
だ
な
あ
」
と

つ
く
づ
く
思

っ

た
も
の
で
し
た
。

○
聖
教
新
間
に
載
せ
る
こ
と
に
な

っ
た
、

「
正
本
堂
は
な
お
未
だ
三
大
秘
法
抄

・
一
期
弘
法
抄
の
戒
壇
の
完

結
で
は
な
い
」

と
の
主
旨
の
文
章
は
、
ま
さ
に
学
会
に
と

っ
て
は
恥
辱
に
は
か

な
ら
な
い
。
学
会
は
教
義
よ
り
も
功
績
と
自
分
達
の
思
想
が
主

で
、
あ
と
は
皆
、
従
で
し
か
な
か

っ
た
。

○
し
か
し
、
妙
信
講
は
、
こ
の
押
し
込
ん
だ
勢
い
で
、
我
等
に
流

れ
は
来
た
り
と
し
、
も
う

一
歩
、
自
分
達
の
考
え
る
御
遺
命
守

護
迄
持

っ
て
行

っ
て
全
て
を
粉
砕
せ
ん
と
し
、
も
う

一
度
何
と

か
ウ
ヤ
ム
ヤ
に
し
よ
う
と
す
る
学
会
に
対
し
て
、
公
場
対
決
を

望
む
。
教
義
の
正
面
対
決
に
弱
い
学
会
は
、
貫
首
を
か
く
れ
蓑

に
逃
げ
る
一

〇
宗
務
院
は
、
内
容
は
と
も
か
く
、
な
に
し
ろ
近
づ
く
正
本
堂
完

成
の
前
に
穏
便
に
穏
便
に
と

「
訓
諭
」
に
従
い
、
信
者
同
士
争

う
こ
と
な
く
公
場
対
決
を
撤
回
す
る
よ
う
に
と
、
妙
信
講
に
書

状
で
求
め
る
。

○
学
会
も
公
場
対
決
拒
否
の
返
事
を
す
る
。

○
妙
信
講
は
日
達
上
人
と
の
直
接
会
談
を
五
月
十
日
に
望
み
拒
否

さ
れ
る
。

〇
五
月
二
十
六
日
、
妙
信
講
幹
部
総
会
開
催
。

①

「
訓
諭
」
に
従
う
こ
と
は
出
来
な
い
。

②

「
公
場
対
決
」
も
撤
回
し
な
い
。

③
今
後
も
解
散
除
名
覚
悟
で

「
御
遺
命
守
護
の
斗
い
」
を
続
け

２
つ

。
こ
の
三
項
目
を
宣
言
し
、
こ
れ
を
印
刷
し
、
全
国
の
僧
侶
、

学
会
員
宅
へ
の
文
書
配
布
活
動
を
始
め
る
。

○
こ
れ
に
対
し
、
学
会
は
宗
門
に
苦
情
を
申
し
立
て
る
。

○
宗
門
は
文
書
配
布
活
動
の
中
止
と
①
②
③
の
撤
回
を
要
求
す
る

と
共
に
処
分
を
匂
わ
せ
な
が
ら
通
告
す
る
。

〇
六
月
十
二
日
、
宗
門
は
や
っ
と
阿
部
信
雄
著

「国
立
戒
壇
の
誤

り
に
つ
い
て
」
と
い
う
、
赤
を
基
調
と
し
た
太
陽
を
図
案
化
し

た

（通
称
赤
本
と
呼
ば
れ
る
）
七
六
頁
の
小
冊
子
を
発
行
し
、

今
迄
の
妙
信
講
懐
柔
策
、
裏
取
引
き
的
な
駆
引
き
か
ら
、　
一
応

宗
門
の
当
事
者
自
身
が
表
舞
台
に
出
て
、
国
立
戒
壇
を
破
折
し

た
。
し
か
し

「国
の
建
築
許
可
書
を
、
勅
宣
並
御
教
書
と
考
え

る
」
等
と
、
最
初
か
ら
辻
棲
合
わ
せ
の
、

「
は
じ
め
に
学
会
よ

り
の
答
え
あ
り
き
」
の
内
容
で
、
僧
侶
全
体
か
ら
も
、
軽
薄
で
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あ
り
、
根
本
教
義
か
ら
出
発
し
た
論
文
で
は
な
い
、
学
会
ま
る

が
か
え
の
御
用
数
学
で
あ
る
と
の
感
想
を
持
た
れ
、
信
頼
を
得
、

共
感
を
持

っ
て
迎
え
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
そ
の
為
、
こ

の
本
の
内
容
で
は
、
今
迄
の
強
引
な
主
張
と
ボ
タ
ン
の
掛
違
い

を
糊
塗
す
る
だ
け
で
な
ん
の
改
善
に
も
な
ら
な
か
っ
た
。　
２

九
九
二
年
初
頭
よ
り
の
宗
門
と
学
会
の
争
い
の
中
で
、
阿
部
は

正
本
堂
の
戒
壇
問
題
が
根
底
の
主
原
因
の
よ
う
に
言
い
出
し
て

来
た
け
れ
ど
も
、
自
分
自
身
が
そ
の
こ
と
に
主
な
る
役
割
を
果

た
し
て
来
た
こ
と
を
忘
れ
、
ま
っ
た
く
節
度
反
省
の
な
い
人
間

で
あ
る
こ
と
を
露
呈
し
た
）

○
妙
信
講
は
ど
こ
ま
で
も
①
②
③
を
主
張
し
た
為
、
宗
務
院
は
妙

信
講
を
処
分
す
る
か
、

「
訓
諭
」
を
否
定
、
訂
正
す
る
か
の
ど

ち
ら
か
を
選
択
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
、
こ
の
混
乱
の
中

で
、
早
瀬
総
監
と
、

「国
立
戒
壇
論
の
誤
り
に
つ
い
て
」
を
書

い
た
当
事
者
の
阿
部
数
学
部
長
が
、
日
達
上
人
と
の

″意
見
の

相
違
の
き
し
み
″
の
中
で
、
手
に
手
を
取
っ
て
、
責
任
放
棄
と

思
え
る
拗
ね
方
で
、
六
月
の
末
、
辞
表
を
提
出
し
居
所
を
届
け

ぬ
ま
ま
出
弄
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

こ
の
こ
と
は
、
学
会
を
無
視
出
来
な
い
。
重
要
視
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
学
会
の
言
い
分
を
中
心
に
、
な
ん
と
か
辻
棲
を

合
わ
せ
て
事
態
の
終
結
を
計
り
た
い
。
そ
の
為
に
は
手
段
を
選

ば
ず
妙
信
講
を
強
硬
に
処
分
し
よ
う
と
す
る
、
早
瀬

・
阿
部
を

中
心
と
す
る
宗
務
院
の
考
え
方
と
、　
一
方
日
達
上
人
の
、
妙
信

講
の
言
い
分
も
、
全
て
は
退
け
難
く
、
学
会
の
独
断
専
行
を
完

全
に
赦
さ
ず
、
玉
虫
色
で
も
巧
み
な
結
着
を

つ
け
て
、
貫
首
の

権
威
を
守
り
、
貫
首
中
心
主
義
の
路
線
を
よ
り
強
く
築
き
た
い

と
す
る
思
惑
が
交
錯
し
て
、
朝
令
暮
改
と
な

っ
た
り
、
小
細
工

を
す
る
為
に
、
自
己
保
身
か
ら
責
任
の
な
す
り

つ
け
合
い
に
な

り
、
言

っ
た
言
わ
な
い
、
お
ま
え
が
弱
腰
だ
か
ら
と
い
う
こ
と

に
な
り
、
御
互
い
が
不
信
感
を
募
ら
せ
、
亀
裂
を
生
じ
、
貫
首

と
早
瀬

・
阿
部
の
間
に
疑
心
暗
鬼
の
感
情
が
倍
増
し
て
い
っ
た

の
で
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
そ
れ
も
こ
れ
も
、
彼
等
は
出
発
に
、

法
門
の
定
見
を
持

っ
て
い
な
か

っ
た
為
、
全
て
を
政
治
的
に
納

め
よ
う
と
考
え
た
結
果
が
こ
う
な

っ
た
だ
け
の
こ
と
な
の
で
あ

り
ま
す
。

そ
の
後
こ
の
辞
表
は
撤
回
さ
れ
、
以
後
全
て
は
貫
首
の
直
接

交
渉
に
よ
っ
て
貫
首
の
御
手
並
拝
見
と
い
う
状
態
に
な

っ
て
し

ま

っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

〇
七
月

一
日
、
松
本
日
仁
を
本
山
に
呼
び

「訓
諭
に
従
う
よ
う
に
」

と
の
妙
信
講

へ
の
親
書
を
手
渡
す
。

〇
七
月
四
日
、

「
訓
諭
に
は
従
え
ぬ
」
返
書
が
、
妙
信
講
か
ら
貫

首

へ
。
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〇
同
時
に
妙
信
講
は
全
て
の
寺
院
住
職
に
直
接
談
判
を
申
し
込
む

行
動
を
開
始
。

〇
七
月
五
日
、
妙
信
講
青
年
部
が
池
田
大
作
宛
に
抗
議
文
を
送
り

公
場
対
決
の
主
張
を
再
び
す
る
。

○
終
息
を
目
的
に
思

っ
て
し
た
こ
と
が
再
燃
に
な

っ
て
し
ま
い
、

驚
い
た
貫
首
は
、
七
月
六
日
辞
世
の
句
を
残
し
て
、
妙
縁
寺
に

趣
き
、
浅
井
親
子
と
面
談
し
、

○

「
訓
諭
に
つ
い
て
は
不
本
意
な
箇
所
が
あ
る
の
で
、
全
宗
門
に

誤
解
な
き
よ
う
近
々
新
し
い
解
釈
を

『
大
日
蓮
』

に
載
せ
る
」

と
述
べ
、
浅
井
親
子
が
、

○

「
創
価
学
会
の

『
聖
教
新
聞
』
に
連
載
さ
れ
て
い
る
、
阿
部
信

雄
著
述
の

『
国
立
戒
壇
の
誤
り
に
つ
い
て
』
の
連
載
中
止
を
要

望
ピこ
れ
を
貫
首
は
受
け
入
れ
る
。

〇
七
月
八
日
、
中
止
。

（
つ
ま
り
赤
本
は
、
学
会
の
考
え
方
に
丸
が
か
え
さ
れ
、
学
会

の
考
え
方
を
よ
り

一
層
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
為
に
作
ら
れ
た
御

用
数
学
本
で
あ

っ
た
こ
と
が
明
確
に
な

っ
た
。
）

〇
七
月
十
九
日
、
貫
首
は
浅
井
親
子
、
松
本
日
仁
を
本
山
に
呼
ん

だ
。

『
大
日
蓮
』
八
月
号
に
掲
載
予
定
の
訓
諭
の
新
解
釈
の
原

稿
が
出
来
、
浅
井
親
子
の
意
見
を
入
れ
る
為
、
三
箇
所
に
わ
た
っ

て
、
貫
首
自
ら
、
加
筆
訂
正
を
行
な

っ
た
。

こ
の
箇
所
は
、
妙
信
講
側
の
主
張
に
よ
れ
ば
、
訓
論
の

「
正
本
堂
は
広
宣
流
布
の
暁
に
本
門
寺
の
戒
壇
た
る
べ
き
大
殿

堂
な
り
」

の
部
分
を
実
質
的
に
否
定
、
訂
正
す
る
も
の
と
な

っ
た
と
い
う

の
で
あ
り
ま
す
。

（暁
に
立

つ
も
の
が
前
に
立

っ
て
い
る
と
い

う
考
え
自
体
が
限
り
な
く
誤
に
近
い
玉
虫
色
と
言
わ
れ
て
も
仕

方
が
な
い
も
の
で
あ
り
ま
す
。
密
室
で
あ
り
、
妙
信
講
側
の
主

張
と
い
っ
て
も
、
前
後
の
状
況
か
ら
し
て
、
妙
信
講
の
主
張
に

誤
り
は
な
い
と
思
え
る
。
）

○
妙
信
講
は
こ
れ
を
受
け
て
、
す
ぐ
様

『
富
士
』
八
月
号
に
、

「
貌
下
、
妙
縁
寺
に
御
下
向
、
御
指
南
給
う
、
訓
諭
は
や
は
り

御
本
意
に
あ
ら
ず
」

と
の
講
演
速
記
文
を
載
せ
、
又
宗
門
に
配
布
し
た
。

〇
八
月
十
二
日
、
貫
首
再
び
妙
縁
寺
に
て
、
松
本
日
仁
、
浅
井
親

子
と
面
談
。

「
先
日
言

っ
た
こ
と
は
全
部
取
り
消
し
ま
す
。
残
念
な
が
ら
、

（
訂
正
を
）

『
大
日
蓮
』
誌
に
載
せ
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
も

う
私
に
は
ど
う
に
も
な
ら
な
い
。
ど
う
か
直
縁
學
△
ムと
話
し
合

っ

て
解
決
し
て
下
さ
い
」
と
語
る
。

妙
信
講
が
望
む
学
会
と
の

「
公
場
対
決
」
は
、
信
者
同
士
の
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混
乱
を
招
き
、
そ
し
て
法
門
の
裁
定
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

本
山
貫
首
の
責
任
放
棄
の
醜
態
露
呈
に
な
る
為
、
さ
せ
た
く
な

い
。大
石
寺
、
貫
首
の
権
威
は
守
り
た
い
。

審
判
役
、
裁
判
長
役
の
貫
首
が
、
少
々
の
間
違
い
が
あ
っ
て

も
、
俗
が
権
威
に
屈
伏
す
る
僧
俗
関
係
を
作
り
た
い

（も
ち
ろ

ん
こ
れ
は
本
当
の
大
石
寺
法
門
の
考
え
方
で
は
な
い
）
。
し
か

し
、
学
会
か
ら
は
、
今
日
迄
の
功
績
を
す
ご
ま
れ
、
妙
信
講
か

ら
は
、
今
日
迄
宗
門
の
伝
統
教
義
と
さ
れ
て
来
た
教
義
解
釈
の

上
か
ら
矛
盾
を
突
か
れ
、
ボ
タ
ン
の
掛
違
い
は
、
後
戻
り
の
き

か
な
い
状
態
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

全
て
は
経
営
と
政
治
的
方
針
を
優
先
し
、
法
門
と
い
う
柱
を

大
切
に
し
な
い
で
、
常
に
場
当
り
の
ム
ー
ド
で
や
っ
て
来
た
付

け
が
廻

っ
て
来
た
の
で
あ
り
ま
す
。

以
上
が
、

「奥
付

・
昭
和
四
十
七
年
七
月
二
十
日
」
前
後
の

妙
信
講
問
題
の
流
れ
で
あ
り
ま
す
。

※

付

記

か
と
い
っ
て
私
は
、
妙
信
講
の
国
立
戒
壇
論
が
正
し
い
と
は
思

い
ま
せ
ん
。

日
蓮
大
聖
人
の
仏
法
の
最
高
の
目
的
は
、　
一
切
衆
生
成
仏
で
あ

り
ま
す
。
国
立
戒
壇
が

一
番
の
目
的
で
は
な
く
、
道
の
り
の
目
的

で
あ
り
、
当
時
の
国
家
観
か
ら
す
る
時
、　
一
国
広
布
の
証
し
と
し

て
の
目
的
で
あ
り
ま
す
。

又
、
本
門
の
本
尊
、
題
目
の
三
秘
も
各
別
し
て
論
じ
ら
れ
る
む

の
で
な
く
、
も
と
も
と
三
秘

一
体
に
し
て
本
尊
に
即
す
る
も
の
で

あ
り
ま
す
。

今
日
の
政
治
形
体
、
と
り
わ
け
民
主
主
義
を
ど
う
考
え
る
か
、

天
皇
制
並
び
に
天
皇
を
ど
う
考
え
る
か
、
鎌
倉
時
代
の
武
家
政
治

を
理
想
と
考
え
る
の
か
、
世
界
宗
教
と
し
て
の
富
士
法
門
の
展
開

を
ど
う
考
え
る
の
か
、
人
口
の
ど
れ
だ
け
を
も

っ
て
国
立
と
考
え

る
の
か
、
鎌
倉
時
代
と
違
う
世
界
観
に
ど
う
対
応
す
る
の
か
、
日

本
だ
け
の
国
立
で
い
い
の
か
、
挙
げ
れ
ば
ま
だ
ま
だ
あ
る
と
思
い

ま
す
。
広
宣
流
布
と

一
切
衆
生
成
仏
と
は
同
じ
イ
コ
ー
ル
の
も
の
で
あ

り
ま
す
。
私
は
、
妙
信
講
の
主
張
す
る
広
宣
流
布
観
の
ベ
ー
ス
は
、

学
会
と
同
じ
で
、
信
仰
者
の
世
帯
数
増
加
と
世
界
制
覇
に
よ
っ
て

成
り
立

つ
と
い
う
考
え
、
そ
の
精
華
と
し
て
国
立
戒
壇
が
あ
る
と

考
え
て
い
る
よ
う
に
思
え
て
な
ら
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。

己
心
の
胸
中
の
肉
団
に
三
秘
相
即
の
本
尊
を
建
立
し
、
同
時
に

胸
中
に
戒
壇
を
建
立
す
る
。
目
に
見
え
る
国
立
戒
壇
よ
り
も
、
実

は
こ
の
戒
壇
の
方
が
重
要
で
あ
り
前
提
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
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